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障害者差別解消法の施行について

令和６年度東松山市障害者差別解消支援地域協議会

令和7年1月28日

障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）の概要
Ⅰ．差別を解消するための措置

Ⅱ．差別を解消するための支援措置

不当な差別的取扱いの禁止 合理的配慮の提供

国・地方公共団体等
事 業 者 法的義務

（１）政府全体の方針として、差別の解消の推進に関する基本方針を策定（閣議決定）具体的
対応

● 国内外における差別及び差別の解消に向けた取組に関わる情報の収集、整理及び提供情報収集等

● 相談・紛争解決の体制整備 ⇒ 既存の相談・紛争解決の制度の活用、充実相談・紛争解決

● 障害者差別解消支援地域協議会における関係機関等の連携地域における連携

● 普及・啓発活動の実施啓発活動

国・地方公共団体等 ⇒ 当該機関における取組に関する対応要領を策定（※地方の策定は努力義務）
事 業 者 ⇒   主務大臣が事業分野別の対応指針（ガイドライン）を策定（２）

【例１】受付の対応を拒否 【例２】介助者なしの入店を拒否 【例１】携帯スロープで補助 【例２】意思を伝え合うために絵
や写真のカードやタブレット端末
などを使う

（※）障害者差別解消法の改正について
附則第7条の施行3年後の検討規定を踏まえ、平成31年より見直しの検討を実施。事業者に対し合理的配慮の提供を義務付けるとともに
に、行政機関相互間の連携強化や、障害を理由とする差別を解消するための支援措置を強化する措置（相談体制の充実や事例の収集・
提供の確保等）を内容とした改正障害者差別解消法が令和３年に成立し、令和６年４月１日より施行された。

※雇用分野における対応については、障害者雇用促進法の定めるところによることとされている。

法的義務法的義務

事業者については
令和６年４月１日より義務化

国・地方公共団体等
事 業 者
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「不当な差別的取扱い」とは
 行政機関等と事業者は、障害者に対して､正当な理由なく､障害を理由として､

財･サービスや各種機会の提供を
◆ 拒否する
◆ 場所や時間を制限する
◆ 障害のない人にはつけない条件をつける

などにより､障害者の権利利益を侵害すること（不当な差別的取扱い）が禁止されている
 各事業分野の考え方等については ､主務大臣が定める「対応指針(ガイドライン)」に規定

１ ２

保護者や介助者が
いなければ入店を断る

障害者向けの物件はない
と言って対応しない

 「正当な理由」がある場合、すなわち、その行為が
客観的に見て正当な目的の下に行われたものであり、
その目的に照らしてやむを得ないと言える場合は、
「不当な差別的取扱い」にはならない

 「正当な理由」に相当するか否かについては、
個別の事案ごとに、
◆障害者、事業者、第三者の権利利益

例:安全の確保、財産の保全、事業の目的・
内容・機能の維持、損害発生の防止等

◆行政機関等の事務・事業の目的・内容・機能の維持
などの観点から、具体的場面や状況に応じて
総合的・客観的に判断する必要注:「障害を理由とする差別の解消の推進に関する基本方針」

（令和5年3月14日閣議決定）に基づき作成

正当な理由がある場合
具体例

「合理的配慮の提供」 とは
第８条（略）
２ 事業者は、その事業を行うに当たり、障害者から現に社会的障壁の除去を必要としている旨の意思の

表明があった場合において、その実施に伴う負担が過重でないときは、障害者の権利利益を侵害するこ
ととならないよう、当該障害者の性別、年齢及び障害の状態に応じて、社会的障壁の除去について必要
かつ合理的な配慮をしなければならない。

１

段差がある場合に、
スロープなどで補助す

る
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意思を伝え合うために絵や
写真のカードやタブレット
端末などを使う

③ 事務・事業の目的・内容・機能の本質的な変更には
及ばないこと

個別の事案ごとに、以下の要素等を考慮し、具体的場面
や状況に応じて総合的・客観的に判断することが必要
① 事務・事業への影響の程度

（事務・事業の目的・内容・機能を損なうか否か）
② 実現可能性の程度

（物理的・技術的制約、人的・体制上の制約）
③ 費用・負担の程度
④ 事務・事業規模
⑤ 財政・財務状況注:「障害を理由とする差別の解消の推進に関する基本方針」

（令和5年3月14日閣議決定）に基づき作成

留意事項

①必要とされる範囲で本来の業務に付随するものに限られ
ること

② 障害者でない者との比較において同等の機会の提供を
受けるためのものであること

具体例
過重な負担の判断

①社会における事物 通行・利用しにくい施設、設備など

②制度 利用しにくい制度など

③慣行 障害のある方の存在を意識して
いない慣習、文化など

④観念 障害のある方への偏見など

社会的障壁の例
事務・事業の目的・内容・機能に照らし、
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障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律の一部を改正する法律の概要
（令和３年法律第56号）

障害を理由とする差別の解消の一層の推進を図るため、事業者に対し社会的障壁の除去の実施について必要かつ合
理的な配慮をすることを義務付けるとともに、行政機関相互間の連携の強化を図るほか、障害を理由とする差別を解
消するための支援措置を強化する措置を講ずる。

１． 国及び地方公共団体の連携協力の責務の追加
国及び地方公共団体は、障害を理由とする差別の解消の推進に関して必要な施策の効率的かつ効果的な実施が促

進されるよう、適切な役割分担を行うとともに、相互に連携を図りながら協力しなければならないものとする。

２． 事業者による社会的障壁の除去の実施に係る必要かつ合理的な配慮の提供の義務化
事業者による社会的障壁（障害がある者にとって日常生活又は社会生活を営む上で障壁となるような社会におけ

る事物、制度、慣行、観念その他一切のもの）の除去の実施に係る必要かつ合理的な配慮の提供について、現行の
努力義務から義務へと改める。

３． 障害を理由とする差別を解消するための支援措置の強化
（１） 基本方針に定める事項として、障害を理由とする差別を解消するための支援措置の実施に関する基本的な事

項を追加する。
（２） 国及び地方公共団体が障害を理由とする差別に関する相談に対応する人材を育成し又はこれを確保する責務

を明確化する。
（３） 地方公共団体は、障害を理由とする差別及びその解消のための取組に関する情報（事例等）の収集、整理及

び提供に努めるものとする。

概要

6



相談があった自治体：１２自治体／６３自治体中

相談があった自治体のうち、人口規模（令和4年4月1日時点）
における統計【自治体数／自治体ごとの平均相談件数】

３０万人以上・・・３自治体（平均３.3件）
３０万人未満～１５万人以下・・・１自治体（平均３.0件）
１５万人未満～１０万人以下・・・５自治体（平均２.2件）
１０万人未満～ ５万人以下・・・３自治体（平均２.3件）

５万人以下・・・０自治体

埼玉県内自治体における障害者差別に関する相談件数（令和４年度）

7



 

8



周知・啓発等の取組、差別に関する相談状況等 

 

１ 東松山市が実施する令和６年度共生社会づくりの取組について（詳細は別紙「資料３」） 

 

① きらめき出前講座「私たちのまちの障害者福祉サービスについて」や「障害への理解

～認め合い、支え合い、ともに暮らすまち 東松山の推進～」を実施 

② 東松山市商工会の会員に合理的配慮の義務化に関するチラシを配付 

③ 誰もが楽しめるバリアフリー演劇鑑賞会 in 東松山「星の王子さま」の後援（市は実行

委員会の委員として参加） 

④ 東松山市総合会館及び市役所１階市民ホールにおいて障害者作品展を開催 

⑤ 「精神保健福祉について」や「当事者を支える家族・事業所の取り組み」等のテーマで

精神保健福祉ボランティア養成講座を開催 

⑥ 市役所市民ホール、高坂駅東口駅前広場に設置しているデジタルサイネージに「心の

バリアフリー」学ぶアニメーション教材及び「手話あいさつ運動」を掲載 

⑦ 「手話言語の国際デー」に合わせて松本町一丁目緑地内の記念碑のライトアップを実

施 

⑧ 障害者差別解消法の改正に伴い、「障害を理由とする差別の解消の推進に関する対応要

領」及び「障害のある方への配慮マニュアル」を改訂し、市職員に周知 

⑨ 東松山市自立支援協議会内に「SDGs/合理的配慮推進プロジェクト会議」を設置し、

合理的配慮推進の普及・啓発に係る取組を実施 

 

 

 

２ 東松山市相談状況等まとめ 

① 障害を理由とする差別に関する相談状況（令和７年１月１７日現在） 

  不当な差別 

（認定件数／相談件数） 

合理的配慮 

（認定件数／相談件数） 

計 

（認定件数／相談件数） 

R2 ０件／0 件 ０件／0 件 ０件／0 件 

R3 ０件／0 件 ０件／0 件 ０件／0 件 

R4 ０件／２件 ０件／0 件 ０件／２件 

R５ ０件／２件 ０件／0 件 ０件／２件 

R６ ０件／０件 ０件／0 件 ０件／０件 

 

② 意思疎通支援員対応状況（令和６年１２月３１日現在） 

  件数 手続・証明 ゴミ 住居 医療 その他 実人数 

R2 270 237 3 7 3 20 56 

R3 337 331 0 0 0 6 46 

R４ 414 379 6 8 0 21 48 

R５ 330 324 0 0 0 6 54 

R６ 189 185 0 0 0 4 47 

 

資料２ 
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③ ヘルプマーク配付状況（令和６年１２月３１日現在） 

年齢層 

  10 歳 

未満 
10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 

70 歳 

以上 
不明等 計 

R２ 3 5 4 11 18 22 13 20 13 109 

R3 6 8 17 11 21 22 28  14 3 130 

R４ 13 10 19 26 22 36 17 37 2 182 

R５ 8 13 21 17 28 33 29 50 0 199 

R６ 12 12 11 9 21 34 23 36 5 163 

 

障害種類別 

  視覚 聴覚 肢体 内部 知的 精神 発達 難病 妊娠 他 不明等 計 

R２ 4 6 16 22 10 19 0 9 0 6 17 109 

R３ 5 4 23 20 14 34 2 8 1 9 10 130 

R４ 5 5 44 25 19 51 5 12 1 21 5 193 

R５ 10 9 37 38 23 50 10 15 0 34 5 231 

R６ 4 4 31 37 23 42 6 11 0 13 5 176 

 ※障害種類別の合計は重複障害も含まれているため、配付数と必ずしも一致していません。 

 

手帳取得状況 

  有 無 不明等 計 

R2 59 36 14 109 

R3 68 59 3 130 

R4 86 95 1 182 

R5 107 91 1 199 

R6 76 74 13 163 
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④ ヘルプカード配付状況（令和６年１２月３１日現在） 

年齢層 

  10 歳

未満 
10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 

70 歳 

以上 
不明等 計 

R2 0 1 3 1 2 2 2 3 0 14 

R3 0 4 7 7 8 11 10 5 2 54 

R4 2 2 4 2 2 3 2 5 0 22 

R5 2 1 1 2 2 3 4 8 0 23 

R6 0 0 1 3 1 1 2 1 0 9 

 

障害種類別 

  視覚 聴覚 肢体 内部 知的 精神 発達 難病 妊娠 他 不明等 計 

R2 0 1 2 3 4 2 0 2 0 0 0 14 

R3 2 2  10 10 1 18 0 6 0 3 2 54 

R4 1 0 5 4 1 4 0 1 0 4 ３ 23 

R5 2 1 5 4 4 5 1 1 0 3 0 26 

R6 0 0 0 1 1 5 1 0 0 2 0 10 

 ※障害種類別の合計は重複障害も含まれているため、配付数と必ずしも一致していません。 

 

手帳取得状況 

  有 無 不明等 計 

R2 11 3 0 14 

R3 26 25 3 54 

R４ 7 15 0 22 

R５ 12 11 0 23 

R6 8 1 0 9 
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東松山市が実施する令和６年度
共生社会づくりの取組について

東松山市障害者福祉課
令和７年1月

資料３

①きらめき出前講座の実施
「きらめき出前講座」とは・・・市民の皆さんが開催する学習の場に
市職員等を講師として派遣し、東松山市の様々な情報等を分かりやす
く説明しています。

【内容】
①「私たちのまちの障害者福祉サービス」
障害の基本情報や地域のサポート機関、障害者手帳取得後に利用できるサービスを
紹介
②「障害への理解～認め合い、支え合い、ともに暮らすまち 東松山の推進～」
障害を理由とする差別の禁止や合理的配慮の提供、障害特性に配慮した支援等、障
害のある人もない人も自分らしく安心して生活できる共生社会づくりについての紹
介

【実績】
市内団体、きらめき市民大学 等
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１．「私たちのまちの障害者福祉サービス」

２．「障害への理解～認め合い、支え合い、ともに暮らすまち 東松山の推進～」
きらめき出前講座

東松山市 障害者福祉課

障害への理解
認め合い、支え合い、ともに暮らすまち

東松山の推進

本日のお話

2

・障害者差別解消法とは
＜３つのポイント＞

・不当な差別的取扱いの禁止
・合理的配慮の提供
・環境の整備

27

建設的対話とは
合理的配慮の提供にあたって、社会的なバリ
アを取り除くために必要な対応について、障
がいのある人と事業者が対話を重ね、共に解
決策を検討していくこと

障害のある人からの申出への対応
が難しい場合でも、建設的対話に
努めることで目的に応じて代わり
の手段を見つけていくことが大切

合理的配慮の具体例

25

・車椅子利用者な
どのために周囲の
人が手助けする。

・障害の特性に応じたコ
ミュニケーション手段
（手話、読み上げ、筆談
など）で窓口対応する。
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②チラシの配付
東松山市商工会の会員約１，７００事業所に対して
合理的配慮の提供の義務化に関するチラシを配付

※公共交通機関約５０事業者（福祉タクシー事業所、路線バス、
東武鉄道、生活サポート事業所など）にリーフレットを配布し、
合理的配慮の提供の義務化について周知を図った

15



③誰もが楽しめるバリアフリー演劇鑑賞会
in東松山「星の王子さま」

【バリアフリー演劇とは】
舞台後方の字幕とライブで役者の動きなどを俳優が説明する音声ガイド
に加え、舞台衣装をまとった手話通訳者が役者と連動しながら舞台上で
手話表現を行う。

【開催場所】
東松山市民体育館

【開催日時】
令和６年１１月１７日（日）

【当日参加者数】
３３４人（うち、１８歳未満 ２１人

障害者 ４７人）

④-1 東松山市障害者作品展
【内容】
パラリンアートの公募展で数々の賞を受賞している⾧谷部航輝さんをはじめ、市内
障害福祉サービス事業所に通う方々等の個性豊かな作品を展示する東松山市障害者
作品展を開催。また、今年度は市制施行７０周年記念事業として、東松山特別支援
学校の児童が制作した作品も併せて展示した。

【開催場所】
１０月～１１月 東松山市総合会館１階多目的室
１２月 東松山市役所１階市民ホール

【来場者数（来場シールを貼った人）】
５３２人（昨年度:４４５人）

【出展者】
⾧谷部 航輝さん
市内生活介護事業所 １４事業所
市内就労継続支援Ｂ型事業所 ３事業所
市内在住者
東松山特別支援学校
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④-2 東松山市障害者作品展
東松山市総合会館

④-3 東松山市障害者作品展
来場者の声（感想ノートより）
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④-4 東松山市障害者作品展
市役所

⑤精神保健福祉ボランティア養成講座の開催
【内容】
精神障害者の社会復帰を促進するため、周囲の理解と協力を得られるよ
う、精神保健福祉についての情報提供、知識の習得及びボランティアの
育成を目的として開催する講座。

【テーマ】
①精神保健福祉について（講座）
②ピアサポーター（当事者）活動を通して（パネルディスカッション）
③当事者を支える家族・事業所の取り組み（講座）

【日時・参加者数】
①②令和６年１０月３０日（水）参加者:１５名
③ 令和６年１１月１５日（金）参加者:１３名
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⑥デジタルサイネージへの掲載
「心のバリアフリー」を学ぶアニメーション教材及び「手話あいさつ
１００％運動」を市役所市民ホール、高坂駅東口駅前広場に掲載

市役所市民ホール 高坂駅東口駅前広場

⑦ -1 「手話言語の国際デー」に係るブルーライトアップ

～手話言語の国際デーとは～

手話言語が音声言語と対等であることを認め、ろう
者の人権が完全に保障されるよう、国連加盟国が社会
全体で手話言語についての意識を高める手段を講じる
ことを促進するため、平成29年に国連総会で決議され
た。

世界ろう連盟から、この趣旨に賛同いただける自治
体等に対し、シンボルカラーである青色で公共施設等
をライトアップするよう呼びかけている。
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⑦ -2 「手話言語の国際デー」に係るブルーライトアップ

当日写真（松本町一丁目緑地） チラシ（各市民活動センター、市立図書館、
社会福祉協議会等で配布）

⑧ -1 「障害を理由とする差別の解消の推進に関する対応
要領」及び「障害のある方への配慮マニュアル」を改訂

令和６年４月１日からの改正障害者差別解消法の施行に伴い、対応
要領及びマニュアルを改訂すると共に、市職員に周知を図った。

【主な改正点】
・「建設的な対話を通じて相互理解を図り、
代替措置の選択も含めた対応を柔軟に検討
することが求められる。」ことを規定
・「不当な差別的取扱いの例」及び「合理
的配慮の例」の事例追加
・精神障害に「高次脳機能障害」、その他
心身の機能の障害に「難病等により起因す
る障害」が含まれることを規定
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⑧ -2 「障害を理由とする差別の解消の推進に関する対応
要領」及び「障害のある方への配慮マニュアル」を改訂

令和６年度に入庁した新規採用職員向けの研修で周
知を図るとともに、障害者差別解消法について説明し、
理解促進を行った。

東松山市
健康福祉部 障害者福祉課 金子

令和６年度新規採用職員研修

1

障害者差別解消法について

自立支援協議会

東松山市地域自立支援協議会 ＳＤＧｓ／合理的配慮推進プロジェクト会議

「合理的配慮」とは？どういった場合に配慮があるとよいか。
事例などを掲載する。リーフレットに二次元コードを掲載し、
事例集を発信するＨＰやＳＮＳを閲覧できるようにする。

★「合理的配慮」事例集の拡散

市内の合理的配慮を探してみよう！
日々の生活や活動の中で「合理的配慮」が提供されている（提供されていない）場面を募集

９月第４週

継続的な取組として推進

東松山市自立支援協議会「合理的配慮」推進週間

推進週間中に自宅・事業所・市役所
・スーパー・道路などで気になった
場面の写真・場所・理由を記録

★「合理的配慮」普及リーフレット

推進週間で集められた「合理的配慮」が
[提供されている][提供されていない]事例を掲載するとともに、
随時追加・更新することで事例数の増加を目指す。

★リーフレットや★事例集をプリントアウト
した掲示物など
を多くの人が手に取れる場所や目に触れる
場所に出展する。

普及啓発活動

ショッピングセン
ター

商工会イベント

スリーデーマーチ

商店街イベント

自立支援協議会関係事業所

その後の展望

推進週間

事例収集普及啓発

取組の拡充

合理的配慮の提供に理解のある、
対応を検討してもらえる店舗を
認証し、ステッカーを配布する。

認証ステッカー

プロジェクトのロゴを作成し、
ＨＰやＳＮＳ，リーフレットな
どに掲載することで印象に残る
取組とする。

ロゴマーク

➈「SDGs/合理的配慮推進プロジェクト会議」の取組
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「ゆっくりウォーク」でSDGs/合理的配慮推進プロジェクト会議で考案された
ロゴマークをイラストしたＴシャツを着用し、参加者と一緒にウォーキングしました!

※ゆっくりウォークとは・・・
東松山市で毎年開催されている「日本スリーデーマーチ」において、車いすを
利用している方や障害のある方、高齢者やベビーカーを利用しているご家族な
どに安心してご参加いただくため、歩きやすく配慮したルートを歩くイベント
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